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愛媛県八幡浜・川之石低地の

上部更新統および完新統の層序と堆積環境
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Abstract

IntheYawatahamaandtheKawanoishiLowlands,locateinthewestempartoftheShikokulsland,thelate

PleistoceneandtheHolocenesedimentsaredividedintotheUwaKaiandtheYawatahama-koFormations・

ThevolcanicashfbundinthemiddlepartoftheUwaKaiFormationandHonaiVolcanicAshinthemiddle

partoftheYawatahama-koFormationcanbecorrelatedwithKUju-daiichiPumiceandKikai-AkahoyaVolcanic

Ashrespecnvely・

ThemiddlepartoftheUwaKaiFormationdepositedsince80~70kaandbefbre51kaofthelatePleistoceneas

marmesediment・TheupperpartoftheFormationwasdepositedsince51kathelatePleistoceneasnon-marmesed-

iment・TheYawatahama-koFormationwasfbrmedduringtheHolocene､Atfirst,thefbrmationbegantodepositin

drownedvalleyandnext，theinner-bayprodeltaanddelta-frontdepositsfbllowedduringtheearlytomiddle

Holocene、Finally，interdistributarybarsedimentsintheKawanoishiLowlandandinner-baysedimenｔｓｉｎｔｈｅ

ＹａｗａｔａｈａｍａＬｏｗｌａｎｄｈａｖｅｂｅｅｎｄepositedsincethemiddleHolocene．

Keywords：theYawatahamaandtheKawanoishiLowlands，volcanicash，radiocarbonage，latePleistocene，

Holocene

はじめに

四国の西部に位置する愛媛県八幡浜，川之石の両低地

，宇和海に面した沖積低地である（第１図)。両低地は，宇和海に面した沖積低地である（第１図)。両低地

も含めて佐田岬半島から南の海岸地域はリアス式海岸で

あり（例えば海津，1995)，沈降海岸であることが知ら

れている。九州における後期第四紀における地殻変動の

研究（例えば下山ほか，1999）と比べると，この地域に

関する議論として熊原（2002）による四国南西部，宿毛

湾沿岸の西部の研究があるのみで研究例が少なく，地質

学的な資料がさらに求められている。このように，本研

究地域は四国西部における第四紀の古環境変遷や地殻変

動を研究する上で，重要な資料が得られると考えられる
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場所の一つである。

八幡浜低地の地下地質については，土井・宮久（1978）

の研究が唯一である｡彼らは岩相に基づき上位から順に，

Ａ層～Ｄ層に区分した。また，彼らは標高-20ｍ前後に

分布する火山灰層を見いだしたが，その記載岩石学的特

徴は示されず，給源火山は不明であった。鹿島・須鎗

(1991）は，この火山灰は鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ，

町田・新井，1978）と対比できると考えたが，やはり記

載岩石学的特徴からの検討は行われなかった。また，土

井・宮久（1978）は完新世の化石が見つかると述べたが，

種は未記載で，化石の14Ｃ年代値は得られていなかった。

このため本地域では，地層の年代や堆積環境に関する議

論が進んでおらず，また，更新統の化石は未発見であっ

た。これに対し，筆者らはボーリング試料を新たに入手
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第１図調査位置およびボーリング掘削地点

左（a)，右上（b)，右下（c）

（b）の地形分類は，芳我（1971,1972)，八

幡浜市誌編纂会（1987）による。

し，これまで本地域で知られていなかった更新統中に海

生動物化石を見いだした。

本研究の目的は，八幡浜低地および川之石低地（以下，

八幡浜･川之石低地とする）の臨海部地下について，ボー

リング試料をもとに地質層序，火山灰，貝類化石を記載

するとともに，化石の'4Ｃ年代値，および火山灰の広域

対比を参考にして後期更新統および完新統の層序を再検

討し,地層の形成年代と堆積環境を検討することにある。

調査地域とボーリング試料

１．地形・地質概説

四国西部では，宇和海沿岸湾頭低地と総称される，多

くの臨海沖積低地が比較的小規模かつ局地的に点在する

(芳我，1971)。佐田岬半島の南東部付近に，最大東西約

2.5kｍ，南北約３ｋｍにわたり川之石低地が，その南側

に最大東西約3.5kｍ，南北約３ｋｍにわたり八幡浜低地

が広がっている。第１図に調査地域とその周辺の地形分

類図を示す。八幡浜・川之石低地は，海岸地域を除いて，

周囲を三波川帯の結晶片岩類で構成される標高（Ｔ,P.，

以下同じ）300～500ｍの出石山脈に囲まれている（平

山・神戸，１９５６；武田ほか，1991)。
せんじょう

八幡浜低地における主な水系である千丈jllは，西流し

宇和海へ注いでいる。標高２～１０ｍの低地は氾濫原，

千丈川河口付近の海岸線～標高２ｍの低地は主に三角州

である（芳我，1972)。また海岸部には湿地や潟湖を埋

め立てるなどした人工地もある（八幡浜市誌編纂会，

1987)。川之石低地における主な水系は，西から順に宮
きき

内川と喜木川で,両河ｊＩＩとも南流し宇和海へ注いでいる。

標高２～20ｍの低地は氾濫原，両河川河口付近の海岸

－１０－

一kｍ目海国三角州皿山地Ｏ

圏埋立地［二コ氾濫平野・ポー ﾘﾝグ地点

Ｉロ１

０１ｋｍ

線～標高２ｍの間にある低地は三角州である（芳我，

1972)。

なお，本研究では，八幡浜港および八幡浜低地を八幡

浜地区，川之石港および川之石低地を，川之石地区と呼

ぶことにする。

２．ボーリング試料の概要

調査で分析したボーリング地点は，八幡浜低地沖の八
ほない

幡浜港付近の１０カ所，１１|之石低地の保内町喜木地区の

３カ所である。第１図にボーリング掘削地点を示す。

八幡浜港内におけるボーリング地点番号YP1…ＹＰ４

(第１図）は，地盤調査のために2004年に掘削されたも

ので，掘削長は21～41ｍである。また，標準貫入試験

のためのボーリング地点番号ＹP5…ＹＰｌＯは，2003年に

掘削されたもので，掘削長は22～45ｍである。いずれ

のボーリングも基盤岩に着岩していない。

保内町におけるボーリング地点番号ＨＯｌ…３は，地

盤調査のために2003年に掘削されたもので，掘削長は

17～23ｍで，いずれも基盤岩に着岩している。
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第２図八幡浜・川之石低地における層序

標高-16～－７ｍで本層は三波川帯の結晶片岩類を覆って

いるが，基底部ではなく下限は不明である。層厚は３ｍ

以上である。土井・宮久（1978）は海底地形と地層の分

布の検討から，Ｄ層は沿岸部から宇和島西方20数kｍま

での間の海底に分布していると考えた。

岩相：岩相の特徴から本層は下部（砂喋優勢)，中部

(泥と砂)，上部（砂牒優勢）に区分できる。下部より下

位は試料が得られておらず下限は不明である。

本層下部は標高-53.3～-47.3ｍの問に分布する，褐灰色

粘土・細喋混じり中藤,細喋～中喋質砂で，淘汰が悪い。

操は亜円牒～亜角喋である。砂喋のＮ値は40～50であ

る。層厚は６ｍ以上である。

本層中部は標高-48.3～-36.0ｍの間に分布する，暗灰色

シルト質砂，その上位は暗灰色シルト質粘土である。Ｎ

値は６～１１である。粘土のボーリング試料の表面には

２次的に晶出した石膏の結晶が見られる。層厚は9.3～

１１．７ｍである。

海生貝類の化石には，内湾種としてイヨスダレＰａｒａｒ‐

叩es(此o仰es)〃"〃α”ほか，潮間帯種としてウミヒメ

カノコｓ"ａ７ａｇｄｊａｐα"ﾉ"ccjα"α，アラムシロル"c""α”α

たs伽αほか，潮間帯～潮下帯種としてマツヤマワスレ

ｃα肋tａ（cα"航α）ｃｈ加棚８，ヤカドッノガイ此加α加加

(Pαα庇"”""加)０ｃｍ"g"jα加加ほかが見つかる。

本層上部は八幡浜港海底下の標高-39～-29ｍの間に見

いだされ，細～中喋混じり粘土および粗砂混じり細喋～

中喋で淘汰が悪い。喋は亜円喋～亜角喋である。砂喋の

Ｎ値は１５～50である。層厚は6.1～8.7ｍである。

層序関係：先に述べたように，八幡浜地区ではボーリン

グが本層の下限に届いておらず，下位層との層序関係は

不明である。川之石低地では，上部が三波川帯の結晶片

岩類に不整合で重なる。

八幡浜港層（Yawatahama-koFormation）【新称】

定義：八幡浜，川之石両地区に分布し，宇和海層を覆い，

主に海成の泥から構成される地層を八幡浜港層と定義す

層序

ボーリング試料の地下地質の岩相観察，また新たにこ

れまで知られていなかった地層を見いだしたことから，

土井・宮久（1978）の年代層序および層序区分を再検討

する必要性があると考え，本地域の更新統および完新統

を，下位から順に宇和海層，八幡浜港層として新たに定

義した。

低地臨海部について，第２図に層序図，第３図に地質

柱状図，第４図に地質断面図を示す。

宇和海層（UwaKaiFormation）【新称】

定義：八幡浜・川之石両地区に分布し，三波川帯の結晶

片岩類に不整合で重なり，八幡浜港層で覆われる一連の

篠，砂，泥とする。本層の上部は土井・宮久（1978）の

Ｄ層に相当する。

模式地：八幡浜港海底下（第１図中のYP10地点）の標

高-52.8～-30.5ｍとする。

分布と層厚：八幡浜港中央部では，標高-52.8～-30.5ｍか

ら本層が見つかる。八幡浜低地北部では標高-20ｍ前後

で本層は三波川帯の結晶片岩類を覆っているが，八幡浜

港中央部におけるボーリングは本層の基底に達しておら

ず，下限は不明である。低地の内陸部では，上位の八幡

浜港層上部の縁辺相と考えられる砂喋層と岩相上区別が

付きにくく，両者の区分が困難である。層厚は１０～２２

ｍ以上である。一方，川之石低地のＨ０１，２地点では，

研究方法

第１図中に番号で示した地点で得られたボーリング試

料については，岩相の観察を行ったほか，化石，火山灰

を採集した。その他計'8地点の既存のボーリング柱状

図を加えて地質断面図を作成し，岩相の特徴や地層の連

続‘性を検討した。地質記載は，ボーリング試料の観察，

掘削時に記載された地盤調査ボーリング柱状図により行

った。堆積年代は火山灰の対比と化石の'4Ｃ年代測定値

をもとに，堆積環境の復元は岩相および貝類化石の同定

をもとに検討を進めた。

’4Ｃ年代測定のために，貝類化石をボーリング試料よ

り採集した。なお，その測定にあたっては，地球科学研

究所を通じてBetaAnalyticlnc､に測定を依頼した。

ボーリング試料より採取した火山灰試料は，構成粒子

の種類，火山ガラスの形態およびその屈折率，角閃石，

斜方輝石の屈折率を調べた。火山ガラスの形態分類は吉

川（1976）に従った。屈折率の測定は温度変化法で行い，

古津地質調査事務所製測定装置ＭＡＩＯＴを用いて’１試

料につき２０～30片の屈折率を測定した。この方法によ

る測定精度は±0.000,程度とされている（古津，1995)。

貝類の生息深度などの‘情報は，肥後．後藤（1993)，

Higoeraﾉ．（1999）によった。

地
質
時
代

土井･宮久
《1978）

地層名

本研究

地層名 火山灰名
広域
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新
世

Ａ

Ｂ

Ｃ

八
幡
浜
層

上部

中部

下部

保内 一Ｋ－Ａｈ

更
新
世

， 宇
和
海
層

上部

中部

下部

－（火山灰濃集層）‐ -Ｋｊ－Ｐ１
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に向かって褐灰色～灰色～暗灰色に変化するなど，岩相

上の差異がある。

中部（層厚6.3～7.7ｍ）は，暗灰色シルト質粘土で，

普遍的に貝類化石を含むほか，ウニ類，海綿類の骨針が

見つかる。Ｎ値は２～３と軟弱である。中部には連続

性の良い１枚の火山灰が挟在され，本研究ではこれを保

内火山灰（後述）と呼ぶことにする。

中部の下半部から見つかる貝類化石は，内湾の潮間帯

性のイポウミニナＢａ""αrjazo刀α/js，潮間帯～潮下帯性

のハイガイＴｅｇｊ"αJ･ｃａｇﾉ．αﾉTOSαおよびヤカドッノガイほ

かが見つかる。川之石地区では貝類のほかに，ＨＯ３地

点の-6.0ｍでは底生有孔虫としてEZpﾉｈｊ血"”ｓｐ､が，貝形

類として7mCAyjeberjsScabrOcZ"zgaraが見つかる。

中部の上半部から見つかる貝類化石は，潮間帯性のア

ラムシロ，キヌポラＲｅ"ＣＭ"αssaﾉapo"/cα，潮間帯～潮下

帯性のイヨスダレや，ヤカドツノガイ，潮下帯性のハナ

ムシロＺｅ"ｘｊｓｃ“、s，イタヤガイPecre〃（ﾉＶｍｏ１'ojα）α必ﾉー

cα"s，マメクチベニｖｍ･ico伽/αyokの'α"'αiほかが見つか

る。

上部（層厚８ｍ）は，海域部では淡黄褐灰色粘土質シ

ルト～粘土で，海生動物の化石はごくわずかに貝片が見

られるだけである。また，貝類化石を含む青灰色粘土混

じり中牒混じり細喋（層厚2.2～2.8ｍ）をしばしば狭在

する。泥，篠ともＮ値は２～３と軟弱である。地点ＹＰ１

付近では，本屑上部と中部の区分は不明確で，区別でき

ない。

既存のボーリング柱状図によると，低地内陸部では宇

和海層の砂牒および八幡浜港層中部の上に砂牒が重な

る。これは八幡浜港層上部の同時異相と考えられる。土

綱'罵蝿塵|癖，鮒静“

／
⑧

揺
叫

第４図八幡浜。川之石低地の地形。地質断面図

断面の位置は図１（ｃ）に示した。①は土井。

宮久（1978）より引用。
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る。本層は土井・宮久（1978）のＣ層，Ｂ層，Ａ層に相

当する。

模式地：八l幡浜港（第１図中のＹＰ１）海底の標高-29.0

～-11.7ｍを模式，保内町喜木（第１図中のHO2）標高-

12.8～2.1ｍを副模式とする。

分布と層厚：八幡浜低地地下では，標高-30.5～２ｍから

見いだされ，八幡浜港沖合にも分布している（土井・宮

久，1978)。川之石低地地下では，標高-12.7～－１ｍから

本層が見つかるが下限は不明である。層厚は八幡浜地区

では19.4～22.7ｍ,川之石地区では7.5～１６ｍ以上である。

岩相：本層の下部は篠混じり泥，中部は本層の主部届で

海生貝類化石を含む泥，上部は砂喋を挟在することのあ

る泥がそれぞれ優勢である。内陸部の本層上部は砂喋主

体である。

八幡浜地区での下部の主な岩相は，細喋～中喋混じり

シルト～粘土（層厚０～２ｍ）で，砂牒，砂も一部には

ある。この泥はしばしば腐植を含むほか，摩耗した海生

貝類（ムシロガイ属Morhasp.）化石を含むことがまれ

にある。泥のＮ値は3～17である。砂喋について宇和海

層上部のＮ値が50程度であるのに対し，下部ではＮ値

の範囲が30程度になるほか，宇和海層上部が褐灰色を

示するのに対し，下部は暗灰色を呈する，あるいは上位
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井・宮久（1978）を参考にすると，層厚は臨海部で０～

２ｍ，内陸部で０～１５ｍである。海域部には分布しない。

本層の下部，中部～海域の上部，内陸部の上部は，土

井・宮久(1978)のＣ層，Ｂ層，Ａ層にそれぞれ相当する。

層序関係：先に述べたように，宇和海層上部の砂のＮ値

が50程度であるのに対し，本層下部の砂篠のＮ値は３０

程度と急変することから，本層は宇和海層に不整合で重

なる可能性がある。土井・宮久（1978）は，本層の下部

にあたるＣ層を海生化石を含まないなどの岩相から更新

統としたが，まれに海生貝類を含むことから本層の中部

とは整合で，後で述べるように完新統である。

考察

火山灰の広域対比

宇和海層中部に含まれる火山灰および保内火山灰と広

域テフラの対比を行う。第１表に，両火山灰と対比可能

な広域テフラの記載岩石学的特徴を示す。

宇和海層中部に含まれる火山灰

本火山灰は，次に述べる鬼界アカホヤテフラと対比で

きる保内火山灰，および宇和海層中部の標高-45.3～-45.0

ｍから得られた＞51,000ｙｒｓＢＰ（第２表）のl4C年代値

を示す貝類化石の産出層準より下位にあることから，後

期更新世以前のものである。

本火山灰の鉱物組成，角閃石と斜方輝石の屈折率の範
はんだ

囲は，久重飯田火砕流堆積物（小野ほか，１９７７；鎌田

ほか，1998）および久重第１軽石層（Ｋｊ－Ｐｌ：小野，

１９６３；小林，1984）の特徴（町田・新井，1992,2003）

と類似している。このことから，本火山灰は久重飯田火

砕流堆積物とKj-P1とに対比できる。火山ガラスが見つ

からないことは，風化などによって失われたためと考え

られる。

保内火山灰

保内火山灰の火山ガラスの屈折率，形態，色について

の特徴は，鬼界アカホヤテフラ（Ｋ－Ａｈ：町田・新井，

1992,2003）のそれと酷似する。ＹＰ２地点では本火山

火山灰の記載岩石学的特徴

火山灰について，鉱物組成，火山ガラスの形態，火山

ガラスと重鉱物の屈折率について記載する（第１表)。

宇和海層中部に含まれる火山灰

分布：本火山灰は，八幡浜港の標高-48～-43ｍ付近の宇

和海層中部に含まれる。

岩相：外来粒子の多い細～中粒砂サイズの火山灰である。

記載岩石学的特徴：本火山灰を構成するのは鉱物のみで

火山ガラスは見いだせない。軽鉱物は石英，斜長石，重

鉱物は多い方から角閃石，斜方輝石，黒雲母である。角

閃石の屈折率の範囲は、2＝1.667～1.673（モード：1.671

～1.672)，斜方輝石の屈折率はγ＝1.705～1.709（モー

ド：1.708～1.709）である。

保内火山灰

定義：保内町喜木のＨＯ２付近の標高-9.2～-5.0ｍ付近か
ほない

ら見つかる火山灰を保内火山灰と定義する（第３図)。

分布：本火山灰は，川之石低地では標高－１１～-5ｍ付近

に分布し，層厚1.4～3.5ｍである。一方，八幡浜港の標

高-26～-22ｍ付近に分布し，層厚は0.5～1.4ｍであり，

川之石地区と比べて薄い。

岩相：コア中での火山灰の色調は灰色，泥分を除去した

後の火山灰は基底部で淡褐灰色，主部で淡灰色である。

本火山灰を主に構成するのは，基底部では中粒～粗粒砂

第１表火山灰の記載岩石学的特徴地点番号は第１図に同じ。

－１３－

粒子組成:＊鵬未満,ＧＩ:火山ガラス,Ｒｆ岩片,Ｌｍ:軽鉱物‘Ｈｍ:重鉱物,Ｑｔ:石英,ＰI:長石類,識:黒雲母,Ｈ◎:角閃石類，
Opx:斜方輝石類
鉱物組成:広域テフラについては斜長石以外のもの．
文献：★町田･新井（2CO3).火山ガラスの形状分類：吉川（1976)．

サイズの火山ガラスで粒径１ｍｍ程度の細粒の軽石を含

む。主部では，細粒～中粒砂サイズの火山ガラスで，基

底部から主部へと正級化している。Ｎ値は６～７である。

記載岩石学的特徴：最下部における火山灰の粒子組成は

約90％が火山ガラスで，残りが斜長石である。火山ガ

ラスの形態は，偏平型が多く，中間型，多孔質型がそれ

に次ぐ。褐色の色つきガラスを約５％含んでいる。主部

での火山ガラスの形態は扇平型を主とし，多孔質型，中

間型も含んでいる。また，褐色の色つきガラスを１％未

満の割合で，斜長石をごくわずかに含む。火山ガラスの

屈折率の範囲は、＝1.507～1.515である。

名テフラ
ざ
轟
号

地
番
標高

[丁雨Ｐｍ］

粒子組成(％）

ＧＩＲｆＩｍＨｍ

火山

ガラスの形状

ＨＣＴ(君

ガラス

屈折率［､］

範囲モード

鉱物

組成
屈折率範囲（モード）

ＨＯｍ２］ Ｏｐｘ［γ］

保内
僅翰）

鬼界アカホヤ（K-Ah）
執『

ＨＯ２

ＨＯ３

-６．１

－５．８

９９＊＊０

８９＊１００

7３１３１４０
３７２７２８０

Ｈ・Ｔ

1,507

1,5Ｗ

1,508-1.516

(-）
(-）

(-）

PＩ

Opx，ＣｐＫ

(-）
(-）

(-）

(-）
(-）

1.7081.713

宇和海層中部の火山灰 ＹＰ１０ -4825～

-47.95
(琴） 〈-） <-） 脚o，Opx，

;Ｐ１，Ｑｔ

Bｉ 1.667-1.673

(1.671-1.672）

1.705-1.709

(1.708-1.709）

久重飯田（Kj-P1）
★ 丁 1.503-f､506 池

畑
Opx，Ｂｉ 1.668-1.674

<1670）
1.706-1,708
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灰の下位から産する貝類化石の較正暦年代値が，9,840

～9,450ｃａｌｙｒｓＢＰ，またYPl地点では本火山灰の上位

から産する貝類化石の較正暦年代値が，5,850～5,640

ｃａｌｙｒｓＢＰである（第３図)。一方，Ｋ－Ａｈの降灰年代は

7,300ｃａｌｙｒｓＢＰごろと考えられている（町田・新井，

2003)。以上のことから，本火山灰はＫ－Ａｈと対比され

る。この結果は，鹿島・須鎗（1991）の推測を支持する

ものである。

各層の堆積年代および堆積環境

第５図に八幡浜・保内両低地地下の後期更新統および

完新統の層序，火山灰の層準，化石の概要および堆積環

境をまとめて示す。

宇和海層

堆積年代：本層中部に含まれる火山灰と対比されるＫｊ‐

Ｐ１は，ＦＴ年代が80～70kaである久重飯田火砕流堆積

物に挟まれる（星住ほか，1996)。この年代は海洋酸素

同位体ステージ（以下MIS）５a頃にあたること（Imbrie

aaﾉ.，１９８４；町田・新井，2003など)，本層中部の砂層

の標高-45.3～-45.0ｍから得られた貝類化石のl4C年代値

は＞51,000ｙｒｓＢＰ（第２表）であることから判断して，

本層中部の形成は80～70kａ以降51kａ以前の最終間氷

期，ＭＩＳ５ａの直後ごろと考えられる。また，本層上部

に重なる八幡浜港層下部の標高-28.90～-28.55ｍから得ら

れた貝類化石の較正暦年代値が9,840～9,450ｃａｌｙｒｓＢＰ

(第２表）であることから，本層上部は51ka以降，完新

世の初めまでに形成されたと考えられる。

本層中部と対比の可能性のある地層は，本研究地域の

北方，佐田岬半島北岸の標高20～30ｍに分布する，低

位段丘構成層中の海成層である内の浦層（鹿島ほか，

1991）がある。内の浦層の年代は明らかでないが，最終

間氷期の豊後水道海進により形成されたという考えがあ

る（鹿島ほか，1991)。

堆積環境：本層中部の下半部の砂層中の化石は破片状で

産するので同定には至らなかったが，その形態から海生

貝類と見られる。本層中部の上半部の泥層，標高-41.45

～-40.95ｍから見つかる貝類のうち，生息底質環境が泥

底である種に共通な生息深度は潮間帯下部および水深

１０～２０ｍである。さらにヌノメモツボ，アラムシロ，

イヨスダレなどの内湾種が含まれること，岩相が泥であ

ることから，本層中部の上半部は内湾湾央の水深１０～

20ｍ程度で堆積したと考えられる。化石産出層準の標

高を考慮すると，当時の海面は見かけ上，標高-31～-21

ｍ程度にあったと推定される。

一方，本層上・下部からは海生動物の化石が見つから

ないことから非海成層であり，亜円喋～亜角喋を含む砂

喋が優勢であることから氾濫原堆積物が主体と考えられ

る。

八幡浜港層

堆積年代：本層の下部，標高-28.9～-28.56ｍから得られ

た貝類化石の較正暦年代値が9,840～9,450ｃａｌｙｒｓＢＰ

(第２表）であり，標高-26～-22ｍ付近にはＫ－Ａｈと対比

される保内火山灰が分布すること，本層の中部の標高-

24.0～-23.2ｍ，上部の下半部-18.0～-17.2ｍから得られた

貝類化石の較正暦年代値がそれぞれ5,850～5,640calyrs

BP，650～520ｃａｌｙｒｓＢＰ（第２表）であることから判

断して，本層の形成は9,450ｃａｌｙｒｓＢＰごろまでに始ま

っており，６５０ｃａｌｙｒｓＢＰごろ以降も堆積が続いたと考

えられる。

堆積環境：八幡浜地区では本層下部からは，潮間帯～潮

下帯性のムシロガイ属の貝類化石が見いだされる。また

下部は，非海成の宇和海層上部から海成の八幡浜港層中

部へと移行するユニットであることから，海面上昇期の

溺れ谷堆積物（岡崎・増田，1992）と解釈される。

川之石地区では，下部の基底部は植物片を多く含み，

第２表１４Ｃ年代測定値地点番号は第１図に同じ◎

地点

(地点番号）
層序

標高

IT・P.ｍ］
試料

613Ｃ

[%｡］

1４
Ｃ年代

[ｙｒＳ BP］

較正暦年代

(２ぴ）

[caIyrSBP］

分析番号

(Beta-）

八幡浜港

(YP1）
八幡浜港層中部 -18.0~-１７２ -１．６ 1,000±4０ 6５０－５２０ 240863

八幡浜港

(YP1）
八幡浜港層中部 -24.0~-232 貝殻 ＋０．３ 5,370±4０ 5,850-5,640 215267

八幡浜港

(YP2）
八幡浜港層下部 -28.9～-28.6 割雛 -０．３ 9,050±4０ 9,840-9,450 215268

八幡浜港

(YP10）
宇和海層中部 -45.3～-45.0 貝殻 -１０ >51,000 (‐） 201603

-１４－
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M／ＮＭ:海成，Ｎ：非海成

中・上部と比べ河口により近いと考えられる。下部の中

程からは，生没的なイセシラガイＡ"oｄｏ”αsrear棚α"α

が見いだされる。底生有孔虫として見つかるEjphj伽m

sp.は，宇和島湾などで見つかる現生有孔虫群集のうち

内湾型の群集に含まれている（菅谷・中尾，1983)。ま

た，貝形類としてＴｒａｃﾉz此berjsscabroc""ｅａｒａが見つか

る。塩崎・池谷（1989)，池谷・塩崎（1993）によると，

この種は日本列島沿岸の各地内湾域で特徴種として非常

に高い優占度をもって生息する。これらのことに加え，

八幡浜港層下部は泥層から構成され，粒度の垂直変化が

少ないことから，内湾における潮間帯～水深20ｍ前後で

堆積したと考えられる。

八幡浜地区では，本層中部のうち保内火山灰より下位

の泥層からは，貝類化石として，内湾‘性のウミニナ，ヌ

ノメモツボ，ウメノハナガイ，イヨスダレが見られる。

そのほか，アラムシロ，モツボなど潮間帯‘性種と，イタ

ヤガイ，トリガイなどの潮下帯性種がある。中部は泥層

から構成され，粒度の垂直変化が少ないことから，内湾

における潮下帯，例えばデルタフロントで堆積したと考

えられる。

本層中部のうち，保内火山灰層の上位の泥層から見つ

かる貝類には，内湾』性種としてアラムシロ，イヨスダレ

がある。これら貝類化石のうち，生息底質環境が泥底で

ある種について共通する生息深度は水深10～20ｍであ

る。また，主として泥層から構成され，粒度の垂直変化

が少ない。以上のことから，この部分は内湾における水

深10～20ｍの浅海底で堆積した，プロデルタ堆積物と

考えられる。

上部は，八幡浜港では中部と現海底面との間にあるこ

とから，水深１０～20ｍより浅い水深の内湾で堆積した

と考えられる。

中部～上部の堆積環境は，河川の影響をより強く受け

るようになったことを示しており，河口により近い，例

えばデルタフロントへ変化したと考えられる。

川之石地区では，八幡浜港層上部に挟在される砂喋層

は貝類破片の同定が困難であるが，中部に重なることか

ら，水中自然堤防堆積物か分流河口州堆積物の可能性が

ある。上部の泥層には貝類化石が含まれず，中部と比べ

植物片を多く含むことから，河口により近いと考えられ

る。このことから本層上部はデルタ頂置面上の分流水路

や分流河口州間に分布する水域であるinterdistributary

bay（ProtheroandSchwab，2004）堆積物の可能性があり，

河口環境を示している。

鹿島・須鎗（1991）は本研究地域を海岸平野と考えた

が，先に述べたような地層の分布と堆積環境の変遷から

考えると，芳我（1972）が述べたように，低地を流れる

千丈川による三角州堆積物が海部，低地臨海部の表層地

職|Ｆ罰雇号ＩＥヨ［詞「詞
砂操砂シルト泥火山灰員類

質を構成しているといえる。

較正暦年代値および対比される火山灰の降灰年代から

考えて，八幡浜港層は縄文海進における溺れ谷堆積物お

よびその後の海面安定期の内湾における宮内川，千丈川

両水系による三角州堆積物である。

第５図八幡浜低地臨海部の第四系の堆積環境

まとめ

本研究では愛媛県八幡浜・川之石低地の後期更新統お

よび完新統を記載し，以下のことを明らかにした。

（１）岩相記載をもとに下位から順に，宇和海層，八幡浜

港層に区分した。

(2)宇和海層中部に含まれる火山灰は久重飯田火砕流堆

積物あるいは久重第１軽石と，八幡浜港層中の保内

火山灰は鬼界アカホヤ火山灰とそれぞれ対比され

る。

(3)宇和海層中部は80～70ka以降，５１ka以前の更新世

後期に海成層として，宇和海層上部は５１ｋa以降

ｌOka以前の更新世後期に陸成層としてそれぞれ形

成された。

(4)八幡浜港層は，完新世初めに溺れ谷堆積物，その後

完新世前期から中期にかけて内湾の潮下帯～水深

１０ｍでのデルタフロント堆積物，水深１０～20ｍ付

近でのプロデルタ，デルタフロント堆積物，中期以

降には，川之石地区では分流河口州もしくは水中自

然堤防などの河口環境のデルタ頂置層としても形成

された。

謝辞愛媛県八幡浜地方局河川港湾課，八幡浜市役所水

産港湾課，復建調査設計㈱からは，ボーリングコアの観

察と採取に際して多大なるご高配を賜った。その他，地
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